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「春を待つ」

　今月号の表紙写真は、西船橋在住のたー
さん（54歳）が令和２年３月に穂谷で撮影。
「菜の花の写真を撮りに行った時すぐ傍らに
咲いていた花との色合いが綺麗だったので
撮ってみました。しっかりと立った菜の花
はまるで春が来るのを待っているようでし
た」。

三之宮神社
穂谷川

穂谷公民館
コスモスの里穂谷

穂谷新池公園

自慢の写真が表紙になるかも!?
　枚方の魅力を再発見できる風景写真を大募
集。街中もOK。▶応募　電子メールに住
所・氏名（ペンネーム希望の場合はペンネー
ムも）・年齢・電話番号・電子メールアドレス、
写真の説明を書いて写真データを添付し広報
プロモーション課（kouhou@city.hiraka
ta.osaka.jp）へ。
　※応募作品は市公式のフェイスブックやイン
スタグラムで公開します。

陶板や七宝焼のような立体感があり、きらきらと
発色した抽象画。砂やビーズが入ったものや光沢の
あるマニキュアのような珍しいアクリル絵具を使い
竹串やペインティングナイフを使って描かれてい
る。「描きたいものを追求したら筆ではなく竹串が
よかったんです」と楽しげに話す。菅原生涯学習市
民センター勤務の傍ら、年間50作品を描く多作ぶ
り。描き出した瞬間にはすでにゴールが決まってい
て忘れないうちに描き切る。大学でガラス造形を専
攻したが「浮かんだイメージをすぐに形にできる絵
のほうが向いている気がしています」
親の転勤で幼少期から京都、横浜、千葉、富山、
大阪と移り住み土地によって常識が変化することを
経験し生きづらさを抱えてきた。大学時代や働き始
めた頃には不安にさいなまれることもあったが、描
くことで安心し救われた。作品は恐怖感と誤認して

しまう内なる熱量を形にし、自身の心の印象として
描いている。「絵を描くことは生きることそのもの。
何を描いたのか言葉で説明するのは難しいけれど、
どの作品にもそのときの私が存在しています」
昨年、近代日本美術協会展で応募総数469点の中

から内閣総理大臣賞を受賞。細密な模様を繰り返し
描く手法に抑制の効いた表現が高く評価された。こ
れまで数多くの公募展で受賞を重ねてきたが「心配
し支えてくれた家族や周りの人に今回の受賞をいち
ばん喜んでもらえていることがうれしいですね」
夢は自身の美術館をつくること。コロナ禍の昨年

はベテラン作家が画廊やデパートでの出品を控える
中、果敢に出展し新たな出会いや縁が生まれ「チャ
ンスをつかむ一年でした」と振り返る。「作品を好
きだと言ってくれる人が１人でも増えれば。楽しん
で見てもらえるだけで十分幸せです」

吉田 絵美さん

◆よしだ えみ　近畿大学文芸学部芸術学科でガ
ラス造形を学ぶ。昨年12月、作品「茫洋」で第
48回近代日本美術協会展内閣総理大臣賞受賞。
船橋本町在住。34歳。

心の印象を描き続ける抽象画家
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